
 

        

 

 

 

 

                                           

 

「卒業式 校長 式辞」 

               校長 栗原 建次 

春の訪れが日増しに感じられ、このところの陽気で校庭の桜もいよいよ開花の時期となった春の佳き日

に、保護者の皆様をはじめとするご来賓のご臨席を賜り、ここに第４４回卒業証書授与式を開式できます

ことに、心から感謝申し上げます。ただ今、卒業証書を授与しました１１４名の卒業生の皆さん、卒業お

めでとうございます。私たち教職員一同、皆さんの輝かしい門出を心から お祝いいたします。 

さて、卒業に際し、私から メッセージを送ります。それは、高村光太郎の有名な詩 「道程」 の書

き出しです。 

「僕の前には 道はない 僕の後ろに 道はできる・・・」 

中学校３年生まで歩んできた足跡を振り返ってみると、いろいろいな 出来事がよみがえってくること

と思います。もちろん歩んできた道は一人ひとり異なり、太い道、細い道、踏み固められた道、でこぼこ

の道・・・。歩んできた道での風景も様々でしょう。しかし、１５年間歩んできた自分自身の足跡が残る

道です。卒業に際し、歩んできた道を振り返り、一歩一歩の歩みを受け入れ、責任を持つと同時に、ぜひ

自信を持ってください。そして、周りで支えてくれた方々、ご家庭の皆さん、先生、友達、先輩後輩、地

域の皆さん等、たくさんの方がいらしたことを忘れてはなりません。卒業は人生の一つの区切りです。支

えていただいた方に感謝の言葉を伝えてください。また一方で、皆さんの成長そのものが、誰かを支えて

きたのです。お互いがお互いを支えあって共に生活し、成長してきたことを自覚して欲しいと思います。 

卒業の機会には、卒業証書、卒業アルバム等、今までの中学校生活での勉強や生活に思いをはせてしまう

ことが多いと思います。「道程」という詩で例えれば「僕の後ろの道」にあたります。卒業は、一つの区

切りではありますが、終わりではありません。これからが、新たな出発です。卒業式は、立派に山崎中学

校での生活を成し遂げ、受験を乗り越え卒業にたどり着いた皆さんを称えるだけでなく、新たな門出を祝

福する場「出発式」でもあるのです。後ろを振り返るだけでなく、前を見ることも意識する式なのです。 

卒業生の皆さん、今、皆さんの前には何が見えていますか。「道程」という詩では、「僕の前には 道

はない」のです。出来上がった道は準備されていないのです。これからは、皆さんがつくっていくので

す。今まで以上に「自分の力で・・」。これから進んでいくだろう道は、多くが登坂で曲がりくねってい

ます。 また、時々道が分かれていてどちらを通ればよいのか「選択」と「決断」を求められることも多
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いでしょう。その時、皆さんはどうしますか。例え道が曲がっていて、その先が見えないとしても「きっ

といいことがある」「やればできる」と希望を持ち、可能性を信じて進んでいってください。希望を持

ち、可能性を信じることは「生きていくための勇気」だと私は思っています。「やっても無駄だ」など

と、悲観的に考えても道をすすむことはできません。困難はこれから次々に出てきます。その一つひとつ

の困難を乗り越えることで、少しずつ自信がつき勇気が湧いていきます。 

卒業生の皆さん、何でも一人で頑張れというのではありません。必要なときには周りの人と手をつな

ぎ、人の力を借りてください。社会は一人きりで生活することはできません。ある時には誰かに支えら

れ、またあるときには誰かを支えていって欲しいと願っています。さて、「道程」という詩を紹介しま

す。 

僕の前には 道はない      

僕の後ろに 道はできる 

ああ、自然よ 父よ  

僕を一人立ちにさせた 広大な父よ 

僕から目を離さないで 守ることをせよ 

常に 父の気魄を 僕に充たせよ 

この遠い道程のため 

この遠い道程のため 

広大な自然を父に見立てて、自立を目指す自身が弱音を吐かず前進していくために自身の一人立ちと自立

を見守り、励まして欲しいと願っている詩です。また、人生を先に生きてきた「先人」としての父に、自

分を見守る役として知恵や生きてきた思いを自分に伝えて欲しいと願っているとも受け止めることができ

ます。 

卒業し、一人立ち・自立を目指していく卒業生の皆さん、皆さんは、これからも多くの方々に見守られ

ながら成長していくのです。後ろにできる道はこれからどんどん長くなります。その足跡は、長くなれば

長くなるほど自分の中の「自信」となっていくことと思います。これからの時代は、変化の大きい時代と

予想されています。私は、皆さんの卒業に際して、そのような時代に生きる皆さんには、これからも学校

生活や社会の中で「様々なことを経験して自信とし、希望を持ち、可能性を信じて前向きに努力して、自

分の道を切り拓いていって欲しい」と願っています。 

保護者の皆様に申し上げます。お子様のご卒業、誠におめでとうございます。心からお祝い申し上げま

す。この３年間、本校の教育活動に深いご理解とご支援をいただきましてありがとうございました。 

本日、お子様の晴れの姿に、感慨ひとしおのことと存じます。ご覧の通り、たくましく成長されまし

た。しかし、これからの道のりも、なお遠いものです。今後も励ましと ご指導を賜りますようお願いい

たします。それでは、卒業生の皆さん。希望に満ちた出発の日に当たり、皆さんの前途に幸多からんこと

を心から祈念し、式辞といたします。卒業おめでとう。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★小学生の体験入学★ 

 ２月２９日（木）に七国山小学校の６年生が「体験入学」を行いました。少し緊張しながらも４月から

入学する中学校の生活を思い描きながら、６年生の皆さんは元気な笑顔で挨拶をしてくれました。授業の

様子を参観した後、中学校生活について生徒会の皆さんが作成した動画を見ながら説明を聞きました。生

徒会の皆さんは、どう伝えたら小学校の皆さんがよくわかり、楽しんでくれるのかを考えながら丁寧に思

いを込めて準備をしてくれました。その成果があって、６年生の皆さんからは、「とてもわかりやすかっ

た！」「中学校入学がとても楽しみになった！」と大喜びでした。いつも、相手の立場に立って物事を考

えてくれる山崎中学校の生徒の日頃の姿勢が、こうした場面でもとても発揮されていたことがうれしく思

いました。６年生は、安心して４月の入学式を心待ちに準備ができることでしょう。 

★学習発表会開催「柳
りゅう

緑
りょく

花
か

紅
こう

～今までのことを魅せ合おう、そして振り返ろう～」 

 ３月７日（木）に学習発表会が行われました。今年も、所狭しと校内の各フロアや教室にはこの

１年の成果の作品がたくさん展示されました。授業や部活動で制作した作品は、力作ぞろいでどの

作品からも作者の気持ちや成長が伝わってきて心が惹き付けられました。各学年、２時間ずつ鑑賞

の時間があり、クラスメイトだけでなく後輩や先輩の作品など見る機会となり、また違った角度で

いろいろなことを感じて学ぶ良い時間になったことと思います。 

 また、今年の学習発表会のパンフレットは素敵な挿絵とともに展示にちなんだクイズがあるな

ど、さらに手が込んだ工夫が凝らされていました。実行委員の皆さんは、スローガンを考えるとこ

ろからアンケート作成まで、放課後も残って展示の準備をしてくれました。今年も、こうした影の

努力の力があって、充実した学習発表会となりました。 

 

第７３回東京都公立学校展覧会出品 

【美術】 U  K さん 

T Y さん 

【書道】 K R さん 

おめでとうございます！ 

 

小林一茶第２３回全国小中学生俳句大会入選 

長野県信濃町教育委員会と小林一茶記念館が毎

年開催している俳句大会に、８組全員が挑戦しま

した。 

【入選】 N R さん 

     S S さん 

おめでとうございます！ 

★第４４回卒業式★ 

 ３月１９日（火）、冷たい澄み切った空気の中１１４名の卒業生が巣立つ朝を迎えました。 

この学年が入学したときは、まだ新型コロナウィルス感染症の流行の中、さまざまな学校生活が制限される

状況でした。しかし、そうした中でもこの卒業生の皆さんは、自分たちの手で学校生活を作っていくことを

楽しみながらいろいろなことにチャレンジした学年でした。いつも素直で明るく前向きで頼もしかった３年

生の姿に、後輩たちは憧れと尊敬を抱きながらその背中を見ていたことと思います。 

 卒業式は、厳粛であるとともに温かな空気に包まれて滞りなく執り行われました。今年は、２年生も参加

することができ、卒業生の最後の花道に立ち合うことができました。全体合唱「あなたへ～旅立ちに寄せる

メッセージ～」別れのことば「いのちの歌」「友～旅立ちの時～」は、いつまでも心に残る歌声となりまし

た。最後は、保護者の皆様とともに校庭で３年生の皆さんらしい明るく楽しいひと時を過ごし、笑顔で山崎

中学校を巣立っていきました。これからの人生が、健康で幸せにあふれていますように願っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆彡４月の主な予定☆彡 
 
日 

 
月 

 
火 

 
水 

 
木 

 
金 

 
土 

31 
 

4/1 
 

4/2 
 

4/3 
 

4/4 
 

4/5 
春季休業日終 

4/6 
 

7 
 

8 
始業式 
入学式準備 
 

9 
第４６回 
入学式 

10 
特別時間割始 
４時間授業 
安全指導 
 

11 
身体計測 
４時間授業 

12 
４時間授業 

13 
 

14 
 

15  弁当 
特別時間割終 
避難訓練 
あいさつキャン
ペーン 
新入生歓迎会 

16 弁当 
あいさつキャン
ペーン 
個人写真撮影 
１年心臓検診 
学校公開 

17 給食始 
あいさつキャン
ペーン 
学校公開 
一斉委員会 

18 学校公開 
あいさつキャン
ペーン 
３年全国学力調査 
尿検査一次 
２年・８組内科
検診 
中央委員会 

19 
あいさつキャン
ペーン 
学校公開 
５時間授業 
歯科検診 
保護者会 

20 
 

21 22 
 

23 
議案書討議 
一斉委員会 

24 
心のアンケート 

25 
３年内科検診 
中央委員会 

26 
８組校外学習 

27 

28 
 

29 
昭和の日 

30 
生徒総会リハ
ーサル 

5/1 
生徒総会 

5/2 
１年内科検診 
部活動保護者会 
８組授業公開 

5/3 
憲法記念日 

5/4 
みどりの日 

5/5 
こどもの日 
 

5/6 
振替休日 

5/7 
全校朝礼 
安全指導 
教育実習始 

5/8 
 

5/9 
４時間授業 
尿検査一次予備 

5/10 
眼科検診 

5/11 
 

 

第３７回淡水会書展・教育部出品作品 

最優秀賞受賞  K R さん 

       おめでとうございます！ 

●連絡アプリ「tetoru」 

利用登録のお願い 

 来年度より、学校と保護者の皆様との連

絡システムとして、現在の「すぐメール」

（３月末で利用終了）から「tetoru」を導

入いたします。それに伴いまして、利用登

録の手続きがまだお済でないご家庭は至急

ご確認いただきますよう再度お願い申し上

げます。詳細につきましては、配布してお

りますお知らせをご覧いただき、お手数で

すがアプリのインストール及び利用登録の

ご協力をよろしくお願いいたします。 

（手続きは、なるべく３月中にお願いいたします） 

●保護者の皆様へ 

 令和5年度の全教育課程が本日無事終了いたしまし

た。この一年を振り返り、多くの行事も再開して学校

では本来の活気を取り戻しました。その中で子どもた

ちも豊かな成長を遂げてこの１年を過ごしてくれたこ

とをうれしく思っています。ひとえに、いつも学校教

育にご理解とご協力を惜しまず支えてくださっている

保護者の皆様のおかげだと心より感謝申し上げます。 

 新年度も教職員一同、子どもたちの心に寄り添いよ

り良い学校教育を目指して尽力してまいりますので、

引き続きお力添えをいただきますようお願い申し上げ

ます。 


